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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「CEFR A1/A2レベルの日本語を母語とするドイツ語学習者」のドイ
ツ語表現力、特に「書く力」を向上させることである。
本プロジェクトでは、複数言語を用いた（母語＋ドイツ語＋英語）俳句や連歌の国際ワークショップを開催し、
「短文を書くこと」に焦点を置いた。これは、「俳句や連歌」といった日本語を母語とする外国語学習者にとっ
て馴染みの表現方法を活用することによって、「多様な形式でストレスなく書いてもらう」ためであった。「国
際ワークショップという場」を提供することにより、一方で日本文化の紹介にもなり、言語学習に対する意識付
けや文化交流という副産物も生みだすことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to improve the ability of "native 
Japanese speakers with a CEFR A1/A2 level of German” to develop the ability to express themselves 
in German, especially in the skill of writing.
This project focused on "writing short texts," such as those found in haiku and renga, by organizing
 multi-lingual (mother tongue (Japanese) + German + English) international workshops. The purpose of
 these workshops was to "encourage students to write stress-free in a variety of forms" by using 
haiku and renga. These forms are familiar to language learners around the world as they are taught 
not only in Japanese foreign language classes but also language classes taught in the students’ 
mother tongue. By providing such multi-lingual writing workshops, the researchers were able to 
introduce Japanese culture, and thus create the by-products of language learning awareness through 
the written word and cultural exchange.

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学習目的として、文化や社会の知識の習得、コミュニケーション能力の養成を重視している日本の学校の外国
語学習において、筆記力に重点を置いた研究を行った。
　複数言語を用いた、国際ワークショップの開催により、学習者が実際に外国語を使うプログラムを提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
「新聞制作を通じた CEFR A1/A2レベルにおけるドイツ語表現力向上の研究」に従事する過程
において、「CEFR A1/A2レベルの日本語を母語とする学習者」が「ドイツ語を書く力」を向上
させるために必要とされる項目が明らかになってきた。それは次の 3 点である。 
①初級レベル（CEFR A1/A2）の執筆者に必要とされる文法項目と語彙数。 
②記事のテーマ選びが、ドイツ語で新聞記事を書くモチベーションを高めること。 
③在日ドイツ企業訪問、国際ドイツ語キャンプへの参加等、記事執筆者が実践的に言語活動した
内容（「話すこと」）を文章化すること（「書くこと」）が筆記力の向上に効果的であること。 
記事を執筆するドイツ語学習者は、入学・卒業によって毎年次々に入れ替わるので、執筆者のス
タートレベルが CEFR A1/A2であることに変わりはない。それ故、ドイツ語で書くことを指導
する側が、習得項目を具体的に明示し、動機付けを的確に与えることができるなら、初級レベル
の学習者でも効率的にドイツ語を書く力を習得することができる。このような動機に基づき、本
研究においては、「CEFR A1/A2レベルの日本語を母語とする学習者」がドイツ語を書く力を向
上させるための過程と方法について実証的に研究をおこなうことにした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 2点である。 
①国際的なドイツ語学習者ネットワーク PASCH-Global http://blog.pasch-net.de/pasch-
global/)と連携したドイツ語新聞 JAPAN HEUTE 制作を通じて、「CEFR A1/A2 レベルの日本
語を母語とするドイツ語学習者」にとって、効果的なドイツ語表現力向上の方法について実証的
に研究する。 
②在学中に使用したMoodle「学習者ネットワーク」を卒業後の「同窓生ネットワーク」へと発
展させることによって、卒業後もドイツ語学習を継続できる機会を提供し、生涯学習としてのド
イツ語学習を可能とする「コミュニティ・ドイツ語」の場を完成させる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、当初、以下の 3点に重点を置き、実証的に研究をおこなった。 
①在日ドイツ企業訪問(4 社／年)やプロジェクト授業(4 回／年)におけるドイツ語のプレゼンテ
ーション＝「話すこと」を、新聞記事執筆＝「書くこと」へとつなげる「書くことを目的とした
話すこと」という表現力向上プログラムの開発。 
②PASCH-net(http://www.pasch-net.de/de/index.html)の Moodle を活用した国際プロジェクト
を実施し、中期的なドイツ語表現力向上プログラムを開発すること。 
③在学時にドイツ語新聞制作に関わった卒業生を対象とする「同窓生ネットワーク」を構築し、
ドイツ語の生涯学習を可能とするオンラインルームの開発と実用化。 
 上記の 3 つの実証的方法を用いての研究過程の中で、学習者にストレスなく楽しく外国語を
書いてもらう場を作る必要性があることを強く考えるようになった。学習者は、「CEFR A1/A2
レベルの日本語を母語とする学習者」であり、外国語を書くことに慣れているわけでもなく、書
くことに対する苦手意識や不安感を抱いているからである。そこで、複数言語を用いた（母語＋
ドイツ語＋英語）マルチリンガル国際ワークショップ、特に俳句や連歌の国際ワークショップを
開催し、「短文を書くこと」にフォーカスした試みをおこなった。「俳句や連歌」といった日本語
を母語とする外国語学習者にとって馴染みの表現方法を活用することによって、「多様な形式で
ストレスなく書いてもらう」ためのものである。この試みは、有効的であった。 
 
４．研究成果 
本研究研究成果は下記である。 
・筆記力向上のためのワークショップを、定期的に開催することができた。 
・オーストリア・セルビアとの国際プロジェクトを進めることができた。 
・ドイツ語新聞を発行し、PASCH-net(http://www.pasch-net.de/de/index.html)と協働して、新
聞記事を Web 上（PASCH-Global）に公開することができた。 
・在日ドイツ大使館およびドイツ企業訪問に参加し、ドイツ語学習の実践的機会を学習者に提供
することができた。またこの訪問において、参加者が大使館や企業について事前に調べた「ドイ
ツ語のプレゼンテーション」（＝「話すこと」）を行うことによって、それを新聞記事執筆（＝「書
くこと」）へとつなげることができた。 
 また、本研究の成果について、アジア･ゲルマニスト会議 2019 札幌大会、国際ドイツ語教員連
盟研究発表会 2022（オーストリア・ウィーン）などで、研究発表をおこなった。 
ただし、研究目的の２つ目である、在学中の「学習者ネットワーク」を卒業後の「同窓生ネッ
トワーク」へ発展させることについては、いくつかの課題が残された。在学中に CEFR A2～C1 レ
ベルまで到達したドイツ語学習者が、卒業後そのレベルを維持できないことがたいへん多く、そ
の理由として、ドイツ語を継続して使用する環境が見つからないという現状があることが分か



った。この課題を解消し、生涯学習としてのドイツ語学習を可能とする「コミュニティ・ドイツ
語」の場を構築していく課題があることが明確となった。 
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